



















































Development of the Analysis to Clarify Cause and Characteristic of the Organic 



































































































































































分画₂：腐植質（フルボ酸と予想）（矢印部分ピーク λEx /λEm （300/420）
     Ex：励起光波長（Excitation λ/nm）.   Em: 発光波長（Emission λ/nm）
     等高線マップ：黒く見える部分が最大ピーク強度を示す）




　　　ため池原水の COD=29mg/L、 溶存態試料水の COD=15mg/L
Ｂ：岩沼市朝日山公園池（2018.10.12採水）本研究結果
　　池の一部微小域に小規模のアオコが認められたが、気象が安定していた時期の採水。




















である。A と B を比べて分かるように、A の分画₁
には、動物由来物質による特徴的な蛍光（275/340）が
認められる。池水が腐乱性の高い水質となっているこ
とが分かる。一方、B の分画₁には A の分画₁のよ
うな動物由来物質の蛍光は観測されなかった。B の溶
存態の中に蛍光性の動物由来物質が残存していないこ
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